
【記載例～古物商新規許可申請（個人）】 

   別記様式第１号その１ (ア )（第１条の３関係）  

資料区分  １１   受理年月日   5.令和    年    月    日  

受理警察署       (         署 )  

許可証番号               許可年月日   5.令和    年    月    日  

古  物  商   

古物市場主   
許可申請書  

     古物営業法第５条第１項の規定により許可を申請します。※窓口で提出する時に記載して下さい  

                                ↓  

                                                                       年   月   日  

          大阪府  公安委員会  殿  

                                                     申請者の氏名又は名称及び住所  

                     大阪市中央区大手前○丁目○番○号  大阪  次郎                     

許可の種類    1.古物商     2.古物市場主  

氏     名  

又 は 名 称 

(ﾌﾘｶﾞﾅ) ｵ  ｵ  ｻ  ｶ   ｼ  ゛  ﾛ  ｳ                        

(漢  字 )  大  阪  次  郎  ←フリガナの姓と名の間１マス空ける。濁点、半濁点は１マス使う。 

法人等の種別    1.株式会社  2.有限会社  3.合名会社  4.合資会社  5.その他法人  6.個人  

生 年 月 日 
西暦 明治 大正 昭和 平成  令和 年  月  日                                         

0 1 2 3 4 5 ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  

 

住     所  

又 は 居 所 

            都道                   市区         

    大阪     ○府 県    大阪市中央       町村         

   大 手 前 ○ 丁 目 ○ 番 ○ 号                                     

電話（  ＊＊  ）＊＊＊＊－＊＊＊＊番（内線  ＊＊＊  ）  

 

本 (国 )籍  (    ) 

行商をしようとする者であるかどうかの別   1.する  2.しない  

主として取り  

扱おうとする  

古 物 の 区 分 

  01 美術品類    02 衣   類   03 時計･宝飾品類  04 自  動  車   05 自動二輪車･原付 

  06 自転車類    07 写真機類   08 事務機器類    09 機械工具類     10 道  具  類  

  11 皮革･ｺﾞﾑ製品類  12 書   籍   13 金  券  類          (いずれか1つに○を付けること) 

代  

 

表  

 

者  

 

等  

種    別    1.代表者     2.役  員     3.法定代理人             

氏     名  

(ﾌﾘｶﾞﾅ)                                

(漢  字 )   

生 年 月 日  西暦 明治 大正 昭和 平成  令和 年  月  日           

 0 1 2 3  4 5  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  

住    所  

            都道                  市区      

          府県                町村    

   

電話（     ）     －     番（内線      ）  

 

本 (国 )籍  (      ) 

     記載要領  

           １   最上段及び太枠右側の細枠内には記載しないこと。  

           ２   不要の文字は、横線で消すこと。  

           ３   数字を付した欄は、該当する数字を○で囲むこと。  

 

 

 

 

 

 

 

０６２

古物

手数料額

¥19,000

古物商許可申請

2020192020622

０６３

古物

手数料額

¥19,000

古物市場主許可申請

2020192020639

外国人は西暦、日本人は和暦で記載してください  

個人申請はこの「代表者等」欄は記載不要（空欄）です  

○  住所は、住民票の住所を記載してください。  

○  「行商  ①する」は、営業所以外の相手方住所や仮設店舗で売買できます。  

氏名、住所は住民票通りに記載してください  

 

↑  自動車に○をすれば、標識は  

「自動車商」となります  

「主たる営業所」を管轄する警察署  
に新規許可申請をしてください 



【記載例～古物商新規許可申請（個人）】 

   別記様式第１号その２（第１条の３関係）【主たる営業所】             (   ／    ) 

資料区分  １３   受理年月日   5.令和    年    月    日  

受理警察署       (         署 ) 許可の種類   1.古物商   2.古物市場主  

許可証番号               許可年月日   5.令和    年    月    日  

所轄警察署       (         署 )  

営業所等所在都道府県    営業所等整理番号     

 

主  

た  

る  

営  

業  

所  

・  

古  

物  

市  

場  

形   態    1.営業所あり   2.営業所なし   3.古物市場  

名   称  

(ﾌﾘｶﾞﾅ) ｵ  ｵ  ｻ  ｶ  ｶ  ｲ  ﾄ  ﾘ  ｼ  ｮ  ｯ  ﾌ  ゜                    

(漢  字 )  大阪買取ショップ  ←  名称に記号等は使用できません  

所  在  地  

（住所又は居所と同じ場合は、記載を要しない。）     

               都道                  市○区     

大阪     ○府 県    大阪市中央       町村  

 

   島 之 内 ○ 丁 目 ○ 番 ○ 号     取 扱 い に 応 じ て ○ を 付 す  

電話（  ＊＊  ）＊＊＊＊－＊＊＊＊番（内線  ＊＊＊  ）    ↓  

取 り 扱 う  

古物の区分 

  01 美術品類    02 衣   類   03 時計･宝飾品類  04 自  動  車   05 自動二輪車･原付 

  06 自転車類    07 写真機類   08 事務機器類    08 機械工具類  09 道  具  類  

  11 皮革･ｺﾞﾑ製品類  12 書   籍   13 金  券  類  

管  

 

理  

 

者  

氏   名  

(ﾌﾘｶﾞﾅ) ｵ  ｵ  ｻ  ｶ   ｼ  ゛  ﾛ  ｳ                        

(漢  字 )  大阪  次郎  

生年月日 
西暦 明治 大正 昭和 平成  令和  年  月  日   

管理者は必ず記載して下さい  0 1 2 3  4 5  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  

住  所  

            都道                 市○区         

     大阪   ○府 県    大阪市中央    町村      

 

    

大 手 前 ○ 丁 目 ○ 番 ○ 号  

電話（  ＊＊  ）＊＊＊＊－＊＊＊＊番（内線  ＊＊＊  ）  

 

 

本 (国 )籍  (    ) 

     記載要領  

           １   最上段及び太枠右側の細枠内には記載しないこと。  

           ２   数字を付した欄は、該当する数字を○で囲むこと。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り扱う区分全てに○をします  

申請者が管理者を兼ねる

場合も全て記載します  

個人許可の場合、名称に「○○会社」

等会社と誤認する名称は使えません。  

 

管理者は他の営業所と  

兼務できません  



【記載例～古物商新規許可申請（個人）】 

  別記様式第１号その４（第１条の３関係）  【インターネットホームページを用いる場合】  

       

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

電 気 通 信 回 線 に 接 続 し て 行 う  

自 動 公 衆 送 信 に よ り 公 衆 の 閲 覧 に  

供 す る 方 法 を 用 い る か ど う か の 別  

 

  1.用いる  2.用いない   

 

送    信    元    識    別    符    号  

              

ｈ  ｔ  ｔ  ｐ  ：  /  /  w  w  w  .  a  ~  _  

ｴ ｲ ﾁ  ﾃ ｨ ｰ  ﾃ ｨ ｰ  ﾋ ﾟ ｰ  ｺ ﾛ ﾝ  ｽ ﾗ ｯ ｼ ｭ  ｽ ﾗ ｯ ｼ ｭ  ﾀ ﾞ ﾌ ﾞ ﾘ ｭ  ﾀ ﾞ ﾌ ﾞ ﾘ ｭ  ﾀ ﾞ ﾌ ﾞ ﾘ ｭ  ﾄ ﾞ ｯ ﾄ  ｴ ｲ  ﾁ ﾙ ﾀ ﾞ  ｱ ﾝ ﾀ ﾞ ｰ ﾊ

ﾞ ｰ  

              

a  ｌ  ①   ⓪  o           

ｴ ｲ  ｴ ル  ｲ ﾁ  ｾ ﾞ ﾛ  ｵ ｰ           

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

    記載要領  

     １  数字を付した欄は、該当する数字を○で囲むこと。  

          ２  送信元識別符号の英字は、点線を参考にして、活字体で記入すること。  

          ３  送信元識別符号のうち誤読されやすいものには、適宜ふりがなをふること。  

     ４  所定の欄に記載し得ないときは、別紙に記載の上、これを添付すること。  

 

 

 

 

 

 

○  プロバイダ等から交付された URL の割り当てを受けた通知書等のコピー又は、インターネットで「ドメイ

ン検索」「WHOIS 検索」を実施し、検索結果の画面をプリントアウトしたものを添付してください。  

（注意）  いずれの場合も、ドメインの登録内容が、個人許可の場合は本人、法人許可の場合は、法人

名、代表者名、管理者名で登録されていることが確認できる内容のものであることが必要です。   

○  既にホームページ等を開設している必要があります（未開設であれば、新規申請では「用いる」にせず、

開設後、変更届出してください）  

○  数字は○で囲み、フリガナをふってください  

許可取得後、ホームページで古物の売買をする場合、トップページ

に「古物商の氏名又は法人名称」「許可をした公安委員会の名称」

「許可証の番号」の３点を表示しなければなりません。  



【記載例～古物商新規許可申請（個人）】 

  別記様式第１号その４（第１条の３関係）  【インターネットホームページを用いない場合】  

       

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

電 気 通 信 回 線 に 接 続 し て 行 う  

自 動 公 衆 送 信 に よ り 公 衆 の 閲 覧 に  

供 す る 方 法 を 用 い る か ど う か の 別  

 

  1.用いる  2.用いない   

 

送    信    元    識    別    符    号  

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

    記載要領  

     １  数字を付した欄は、該当する数字を○で囲むこと。  

          ２  送信元識別符号の英字は、点線を参考にして、活字体で記入すること。  

          ３  送信元識別符号のうち誤読されやすいものには、適宜ふりがなをふること。  

     ４  所定の欄に記載し得ないときは、別紙に記載の上、これを添付すること。  

 

 

 

○  URL を使用しない場合、「2 用いない」に○を付します  

○  用いない場合でも、その４は提出してください  


